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2014 年 10 月 20 日 
国立大学法人 茨城大学 

株式会社日立製作所 
 

茨城大学が日立のコンテナ型データセンターを導入し、BCP を強化 
教育研究・校務用のプライベートクラウド基盤として活用 

 
国立大学法人 茨城大学(学長：三村 信男／以下、茨城大学)は、このたび、株式会社日立製作所

(執行役社長兼 COO：東原 敏昭／以下、日立)が提供する屋外設置式のコンテナ型データセンター

｢フレキシブルデザインコンテナ｣を導入しました。全学生・教職員約 9,000名が利用する教育研究・校

務用システム｢電子計算機及びネットワークシステム｣のサーバをはじめとする機器群を、校舎内のサ

ーバ室からコンテナ内に移設し、10 月からプライベートクラウド基盤として本格的に利用を開始してい

ます。これにより、災害時の BCP(Business Continuity Plan：事業継続計画)の強化を図ります。 
 
従来、茨城大学は、｢電子計算機及びネットワークシステム｣を校舎内のサーバ室に設置し、運用、

管理していましたが、2011 年 3 月に発生した東日本大震災では、校舎の停電によって全システムが

停止し、約 5 日間にわたり、受験生・学生への情報発信や教職員間の一斉連絡の手段が途絶えるな

ど、業務の継続が困難となりました。被災した校舎の安全性を確保し、破損した空調システムを復旧す

るまでには 1 カ月を要し、その間、システムの本格稼働を行うことができませんでした。こうした背景の

もと、茨城大学は、BCP の強化に向け、文部科学省の東日本大震災復興関連事業として、コンテナ

型データセンターを導入しました。 
 
今回、茨城大学は、サイズやレイアウトを柔軟に設計できる｢フレキシブルデザインコンテナ｣を採用

し、床面積約 46m2(幅約 8.3m×奥行約 5.5m)、高さ約 3.9m のサイズに設計したコンテナ型データセ

ンターを導入しました。国土交通省の｢官庁施設の総合耐震計画基準｣において大震災後にも継続的

に機能が確保できる耐震性を表す、施設重要度係数 1.5 で設計しており、東日本大震災と同程度の

地震が発生した場合にも、内部の機器およびシステムに影響が出ない運用環境を実現しました。さら

に、校舎などとは独立させてコンテナ型データセンター用の自家発電設備を設置したことにより、校舎

への電力供給が停止した場合にも、システムの運用を継続することが可能となりました。 
また、日立の空調環境コンサルティングサービス｢AirAssist｣を活用し、サーバや空調機のレイアウ

トを最適化したことなどにより、PUE 値*1は約 1.29*2と優れたエネルギー効率を実現しています。 
 
*1 PUE(Power Usage Effectiveness)：データセンターやサーバ室のエネルギー効率を示す指標の 1つで、データセンター全体の消費電

力を IT 機器の消費電力で除した値。PUE 値が 1 に近づくほど、エネルギー効率が高いことを表す。 
*2 日立試算値。 
 

茨城大学は、今後、各部署で管理しているシステム群をコンテナ型データセンターに移行するなど、

さらなる BCP の強化に取り組んでいきます。また、コンテナ型データセンターの利用用途を拡大して

プライベートクラウド基盤として活用し、学生や教職員へ、最先端の ITを取り入れた安定的なシステム

環境を提供することで、教育研究や校務の質の向上を図ります。 

日立は、今後も、省電力・高集積・省スペースなデータセンター環境構築のニーズに対応する技

術・製品・サービスの開発を推進し、積極的に提案、導入を進めていきます。 
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■茨城大学に関する Web サイト 

http://www.ibaraki.ac.jp/index.html 
 
■Hitachi Innovation Forum 2014 TOKYO での紹介について 

日立は、2014年10月30日(木)～31日(金)に東京国際フォーラムで開催するHitachi Innovation 
Forum 2014 TOKYO において、コンテナ型データセンターを紹介します。 
http://iforum.hitachi.co.jp/ 
 
■コンテナ型データセンターに関する Web サイト 

http://www.hitachi.co.jp/products/it/server/mdc/cdc/index.html 
 
■本件に関するお問い合わせ先 

国立大学法人 茨城大学 IT 基盤センター [担当：鎌田] 
〒316-8511 茨城県日立市中成沢町四丁目 12 番 1 号 
TEL：0294-38-5014 
E-Mail：cit@ml.ibaraki.ac.jp 
 
株式会社日立製作所 情報・通信システム社 公共システム営業統括本部 
カスタマ・リレーションズセンタ [担当：村山] 
〒136-8632 東京都江東区新砂一丁目 6 番 27 号 新砂プラザ 
URL：http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/ 
 

以 上 

http://www.ibaraki.ac.jp/index.html
http://iforum.hitachi.co.jp/
http://www.hitachi.co.jp/pchannel-inq/


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 
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